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灘

誇
．
懸

監

　
一
昨
年
の
一
月
十
七
日
の
未
明
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
、
六
千
人
を
超
え
る
死
傷
者
と
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、

交
通
機
関
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
壊
滅
的
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
ま
だ
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
き
な
地
震
の
被
害
を
教
訓
と
し
て
、
町
の
公
共
施
設
（
役

場
や
学
校
な
ど
）
の
耐
震
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
役
場
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
対
策
本
部
と
な
り
、
救
援
活
動
を
は
じ

め
、
応
急
対
策
や
復
旧
作
業
の
心
臓
部
と
な
る
こ
と
か
ら
、
綿
密

な
る
診
断
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
建
築
後
三
十
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
程
度
の
地
震
で
も
危
険
性
が
あ
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
江
南
町
に
は
、
新
た
な
活
断
層
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
役
場
庁
舎
の
建
設
の
必
要
性
が
生
ま

れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
平
成
八
年
度
予
算
に
庁
舎
建
設
の
設
計

コ
ン
ペ
費
用
が
計
上
さ
れ
、
次
の
三
点
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、

六
社
に
よ
る
設
計
競
技
（
コ
ン
ペ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
市
街
地
の
中
心
と
な
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
庁
舎
で
あ
る
こ
と

②
災
害
に
強
く
、
防
災
の
拠
点
と
な
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と

③
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
る
こ
と

以
上
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
設
計
会
社
六
社
か
ら
作
品
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
住
民
代
表
・
議
会
代
表
・
行
政
代
表
の
十
四
名

に
よ
る
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
検
討
結
果
が
町
長
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
結
果
を
尊
重
す
る
と
共
に
役
場

内
の
検
討
会
議
を
経
て
、
株
式
会
社
日
総
建
の
設
計
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
計
画
で
は
、
採
用
さ
れ
た
設
計
に
基
づ
き
実
施

設
計
が
組
ま
れ
、
平
成
九
年
度
及
び
十
年
度
の
継
続
事
業
に
よ
り
、

庁
舎
建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

●
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心身障害児
のクラブ

母親クラブ室

トイレ 欄
物入

湯沸室

ホール

遊戯室1
　　　　玄関

ポーチ

事務室

学童保育室

南等育て支援センター

〈概要〉

所在地　大字須賀広599－1（南小学校東側）

●
育児環境の整備や子育ての支援を行うため、

南の施設では障害児を含めた学童保育を中心

に、児童のすこやかな育成を応援します。

定　員　障害児を含む学童45人

〈概要〉

所在地　大字成沢62－1（北小学校東側）

面積木造平屋122m・

電話36－0510

鵜

定員学童25人

事務室
トイレ

踏込

児童用
トイレ 湯沸室

玄関　ホール

押入

ポーチ

物入

学童保育室
（兼遊戯室）

押入

押入

母親
クラブ室

　　　　　　　　　　　i蓼I
l支援センター咲

（3）



退
任
あ
い

前
助
役
今
井
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た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
の

　
　
日
が
私
の
公
務
員
生
活
の
始
ま
り
で
し

　
　
た
。
当
時
は
戦
禍
と
物
不
足
で
生
活
は

　
　
混
迷
を
極
め
て
お
り
、
役
所
の
事
務
・

　
　
権
限
も
誠
に
微
力
で
し
た
。
昭
和
三
十

　
　
年
合
併
に
よ
っ
て
江
南
村
が
誕
生
し
て

　
　
以
来
、
徐
々
に
行
政
能
力
が
高
ま
っ
て
、

　
　
人
々
の
生
活
も
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
よ
う

　
　
に
な
り
、
昭
和
六
十
年
に
町
制
施
行
を

　
私
、
こ
の
度
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し

て
江
南
町
助
役
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
役
場
に
奉
職
し
て
半
世
紀

余
の
長
い
間
、
町
民
の
皆
様
に
直
接
お

仕
え
す
る
こ
と
が
で
き
大
変
幸
せ
だ
っ

＝
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退
任
あ
い

前
収
入
役
井
上

清
氏

一
＝
二
三
二
二

二

三

さ

　
春
花
た
け
な
わ
の
候
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
皆
々
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
江

南
町
収
入
役
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

迎
え
る
程
の
進
展
を
見
る
に
い
た
り
ま

し
た
。
こ
の
年
四
月
、
職
員
か
ら
助
役

に
任
命
し
て
い
た
だ
き
、
十
二
年
間
、

柴
田
町
長
の
も
と
で
補
佐
役
の
大
任
を

曲
り
な
り
に
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

　
一
三

二

一
　

　
［

　

　

　

　
　

　

　
　

つ
－

昭
和
三
十
二
年
三
月
役
場
職
員
と
し
て

勤
務
以
来
、
四
十
年
間
、
多
く
の
皆
様

方
の
ご
指
導
、
ご
厚
情
を
支
え
と
し
て
、

無
事
に
そ
の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
町
職
員
と
し
て

充
実
し
た
日
々
を
送
り
、
職
務
に
専
念

出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
皆
様
方

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
町
村
合

併
に
よ
り
誕
生
し
た
、
江
南
町
と
共
に

歩
ん
だ
四
十
年
、
私
の
人
生
の
記
録
の

一
ぺ
ー
ジ
に
深
く
刻
ま
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
町
も
総
合
文
化
会
館
「
ピ
ピ
ア
」
の

し
た
。
こ
れ
偏
に
町
議
会
を
始
め
町
民

皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
の
お
、

陰
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
陛

　
今
後
の
地
方
自
治
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
現
在
国
の
段
階
で
地
方
分
権
・
行
、

財
政
改
革
・
行
政
再
編
な
ど
色
々
な
間

題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
日
の
江
南
町
は
こ
れ
に
十
分
乗
り
越

え
ら
れ
る
力
を
蓄
え
か
つ
鍛
え
て
お
り
、

い
よ
い
よ
発
展
し
て
い
く
も
の
と
信
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
変
ら
ぬ
お
力
添
え

を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆

様
方
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

完
成
、
環
境
整
備
、
教
育
文
化
の
向
上

と
、
二
十
一
世
紀
に
む
け
た
諸
施
策
に

取
り
組
み
、
着
々
と
そ
の
成
果
を
あ
げ

進
展
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
皆
様
方
と
と
も
に
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
わ
り
に
皆
様
方
の
ご
隆
盛
と
、
江

南
町
の
限
り
な
い
発
展
を
ご
祈
念
し
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

助
役
に

　
　
　
　
福
田

収
入
役
に

　
　
　
　
壱
田

征
芳
氏

　
　
　
　
　
　
　
就
任

　
　
三
月
三
十
一
日
に
任
期
が
満
了
す
る

　
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
第
一
回
定
例

　
議
会
に
お
い
て
、
福
田
征
芳
氏
が
選
任

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
福
田
さ
ん
は
、
役
場
職
員
と
し
て
、

　
三
十
四
年
十
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
勤
務

　
し
、
産
業
課
長
、
土
地
改
良
課
長
、
企

　
画
課
長
、
総
務
課
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

　
し
ま
す
。

久
雄
氏

　
　
　
　
　
　
　
就
任

　
　
四
月
一
日
に
任
期
が
満
了
す
る
収
入

　
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
第
一
回
定
例
議

　
会
に
お
い
て
、
吉
田
久
雄
氏
が
選
任
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
吉
田
さ
ん
は
、
役
場
職
員
と
し
て
、

　
三
十
一
年
五
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
勤
務
し
、

　
大
里
南
部
一
部
事
務
組
合
事
務
局
長
、

　
教
育
委
員
会
次
長
、
税
務
課
長
、
企
画

　
課
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

　
し
ま
す
。
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新
年
度
に
な
り
￥
教
職
員
お
よ
び
町
職
員
に

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
と
行
政
を

結
ぶ
パ
イ
ブ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
区
長
さ
ん
に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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本
　
恵
子
（
新
採
用
V

O
農
業
委
員
会

事
務
局
長
　
大
島
　
栄
（
経
済
課
補
佐
）

（
経
済
課
補
佐
兼
務
）

○
建
設
課

主
事
補
　
木
村
　
　
修
（
新
採
用
）

○
同
和
対
策
室

室
　
長
　
永
田
三
千
里
（
大
里
南
部
）

○
出
納
室

　
室
長
馬
場
あ
き
子
（
住
民
福
祉
課
）

o
水
道
課

課
　
長
　
茂
木
　
弘
行
（
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
・
貝
会
）

主
事
小
沢
　
一
郎
（
企
画
課
V

O
教
本
具
吝
貝
会

専
門
員
　
小
林
佐
智
子
（
保
育
所
）

○
保
育
所

保
母
小
沢
友
美
（
新
採
用
）

保
母
奥
野
　
祥
代
（
新
採
用
）

○
大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

霧
局
長
橋
本
壁
教
墓
員
会
）

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

5月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11．16●21●26●31 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　●　7　・12●　17　●22　●27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19●24●29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　・10●15・20・25・30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

（5）



身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。 トビツワス

　
三
月
に
行
わ
れ
た
警
察
の
人
事
異
動

で
、
御
正
駐
在
所
に
佐
藤
巡
査
が
着
任

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

氏
　
名
佐
藤
　
浩
（
三
十
一
歳
）

出
身
地
　
北
海
道
石
狩
郡
当
別
町

趣
味
野
球
な
ど

　
佐
藤
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

る
前
は
、
東
入
間
警
察
署
に
勤
務
さ
れ

数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
東
入
間

か
ら
き
ま
し
た
佐
藤
で
す
。

　
駐
在
所
は
初
め
て
の
経
験
で
す
の
で

み
な
さ
ん
に
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
頼
れ
る

駐
在
所
を
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
」

　
御
正
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六

－
四
八
九
一
で
す
。
前
任
の
金
子
三
男

さ
ん
は
、
熊
谷
警
察
署
中
央
交
番
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。

南・北子育て支援センター開所

南小学校と北小学校の近くに建設を進

めていた、南・北子育て支援センターが

完成し、議会議員さんを始め地元の区長

さんや土地の協力者などの出席により、

4月5日（土）開所式が行われました。

耀
灘
螺
灘
灘
騨
ー

奏

この子育て支援センターは・共働き家灘

庭の保護者が安心して働ける学童保育の

ほか、乳幼児を持つお母さん方の子育て

を支援する目的で建設されたものです。

　なお支援センターには、南北あわせて

7名の指導員が配置され、4月8日の入

学式から学童保育が開始されました。 民
肇
こ

－
『
o
で
剛
O
ω

騒
囲
鐸
茎
ー

　　　萎

（6）



トビツワス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

ω
O
旧
α
o
↑

　4月5日（土）～10日休）にかけて、保育所、

幼稚園、南・北小学校、中学校の入学・

入所・入園式が行われました。

　今年あらたにそれぞれの門をくぐるこ

とになった児童生徒数は、保育所69名、

幼稚園87名、南小学校88名、北小学校70

名、中学校214名で、合計528名の新入生

を迎えることになりました。
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レ
　
『

≡
≡
ヨ
㎜

悩
卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は

　
寝
た
き
り
の
原
因
の
第
一
位
は
脳
卒

㎜
中
で
、
全
体
の
三
十
～
五
十
パ
ー
セ
ン

一
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
医

一
師
会
・
医
療
機
関
・
市
町
村
・
熊
谷
保

皿
健
所
で
協
力
し
、
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん

…
が
後
遺
症
で
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
を

…
予
防
す
る
た
め
『
脳
卒
中
情
報
シ
ス
テ

…
ム
』
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
⑪
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
脳
卒
中
を
発
症

一
し
た
患
者
さ
ん
の
情
報
が
保
健
所
を
通

一
し
て
病
院
か
ら
町
へ
送
ら
れ
て
き
て
、

一
退
院
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
町
の
保
健

い
婦
が
訪
問
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の

一
在
宅
療
養
の
た
め
に
必
要
と
な
る
保
健

一
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
日
常
生
活

皿
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
患
者
さ
ん
や
家

㎝
族
の
か
た
と
相
談
し
、
本
人
が
寝
た
き

一
り
に
な
ら
ず
在
宅
で
生
き
生
き
と
生
活

㎜
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
七
年
六
月
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

一
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
南
町
で

一
は
二
十
人
の
か
た
の
情
報
が
送
ら
れ
て

…
き
て
お
り
ま
す
。

O
ぜ
ひ
ご
利
用
を
！

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
脳
卒
中
を
発

症
し
た
患
者
さ
ん
、
あ
る
い
は
家
族
の

か
た
の
同
意
に
よ
り
脳
卒
中
の
情
報
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
入
院
中
に
主
治
医

よ
り
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
利
用
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
婦
が
訪
問
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
な
る
べ
く
希
望
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
中
に
は
、
周
囲
に

知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

訪
間
を
希
望
さ
れ
な
い
か
た
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
脳
卒
中
を
発
症

し
、
退
院
後
自
宅
で
閉
じ
込
も
っ
て
し

ま
う
と
、
一
層
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
脳
卒
中

を
発
症
し
た
後
の
本
人
の
気
持
ち
の
も

ち
方
や
、
家
族
の
適
切
な
介
護
、
周
囲

の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
も
寝
た
き
り
の

状
態
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
十
分
可
能

で
す
。

　
ま
た
、
自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
る
人
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
再
発

を
し
な
い
よ
う
に
日
常
生
活
の
中
で
注

意
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
婦
の
訪
間
に
よ
り
、
町

…
三
　
三

の
機
能
訓
練
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
仲
間
た
ち
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
．

人
も
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
保
健
婦
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　1 二脳卒中の発生家族二rl
季 　儲　　相腐
翻

麟
轟
叢
霧
轟
サ
麟
轡
△
］

　
三
月
十
九
日
、
第
八
回
大
里
郡
総
合

体
育
大
会
の
閉
会
式
が
川
本
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
八
年
度
に
行
わ

れ
た
七
種
目
の
町
村
対
抗
大
会
の
結
果

に
得
点
を
つ
け
、
そ
の
総
合
得
点
で
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
江
南
町
は
第

六
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
少
年
・
少
女
の
大
会
は
得
点

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

総
合
成
績
（
得
点
）

大江岡花妻寄川

里南部園沼居本

村町町町町町町
35

　
　
点

30

・
5
点

28

・
5
点

24

・
5
点

24
　
　
点

21

・
5
点

12
　
　
点

・
種
目
別
成
績

▽
一
般
野
球
大
会

畢巻講霧重

1　　　　　十
ム江寄川妻　一
　　　　　　日
御南居本沼　　’
正　　　　　 ニ

プ町町町町会十
リ　　　　場八
ン2567　　日ス点点点点岡
　　　　　部
　　　　　町

▽
一
般
卓
球
大
会

畢窪講徽
i　　　　　日
ム江川花寄

卓南本園居

会
場
寄
居
町

町
　
7
点

町
　
6
点

町
　
5
点

町
　
4
点

▽
一
般
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

畢講霧負

1　　　　日
ム川江妻

江本南沼

会
場
寄
居
町

町
　
7
点

町
　
6
点

町
　
5
点

江
南
町
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟

（8）



ヤ

！5、るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
竹
ノ
内
」

　
竹
ノ
内
の
地
名
は
、
江
南
町
の
南
に

位
置
す
る
高
根
山
よ
り
続
く
尾
根
と
そ

の
谷
合
の
一
つ
で
、
小
江
川
地
内
に
あ

る
。
高
根
山
の
裾
を
通
る
い
く
つ
か
の

旧
道
の
う
ち
滑
川
町
か
ら
江
南
町
へ
至

る
茅
場
⊥
符
ノ
内
あ
る
い
は
池
代
の
道

筋
は
、
か
つ
て
は
主
要
な
峠
越
の
街
道

だ
っ
た
と
考
え
る
と
こ
ろ
か
ら
本
文
を

始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
わ

　
峠
は
曲
り
く
ね
る
僥
ん
だ
道
を
越
え

る
「
た
わ
ご
え
」
か
ら
変
化
し
た
語
で
、

地
形
に
よ
る
地
名
と
い
わ
れ
る
。
峠
を

越
え
て
き
た
所
に
あ
る
谷
に
抱
か
れ
た

場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
峠
の
内
」

と
な
り
「
た
う
げ
の
う
ち
↓
た
け
の
う

ち
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
峠
は
村
落

の
内
と
外
の
境
界
の
地
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
人
馬
・
文
物
の
出
入
す
る
交
通

の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
反
面
で
は
、

疫
病
や
災
害
な
ど
の
凶
事
を
塞
ぎ
止
め

た
り
、
そ
こ
で
ケ
ガ
レ
を
祓
い
落
し
て

や
っ
て
来
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
、
自
然
と
祭
儀
を

　
　
　
　
　
た
　
　
む

行
い
供
物
を
手
向
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
一
説
で
は
、
こ
の
「
手
向
け
」
が
峠

の
源
義
で
あ
る
と
も
い
う
。
尾
根
を
越

え
平
坦
地
へ
至
る
道
（
峠
）
は
自
然
に

で
き
た
原
始
か
ら
人
の
通
う
道
で
あ
り
、

祭
祀
の
場
で
も
あ
っ
た
。
峠
の
遺
跡
か

　
　
　
ひ
と
が
た
　
　
う
ま
が
た
　
　
　
　
　
　
か
た
し
ろ

ら
は
「
人
形
・
馬
形
」
等
の
形
代
や
、

第70話

幣
畠
に
使
わ
れ
た
玉
類
・
鏡
・
刀
槍
等

の
武
器
・
壷
・
甕
が
見
つ
か
る
こ
と
が

あ
る
。
ま
た
、
峠
に
残
る
石
造
物
・
寺
院

神
社
等
の
信
仰
の
生
き
て
い
る
文
化
財

も
数
多
い
。
峠
を
越
え
る
と
は
、
ケ
ガ
レ

を
清
め
、
快
適
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、

峠
の
茶
屋
で
一
休
み
と
い
う
旅
の
ス
タ

イ
ル
は
、
生
理
的
に
も
峠
の
歴
史
的
性

格
か
ら
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
小
江
川
竹
ノ
内
の
旧
道
の
場
合
、
か

つ
て
高
根
神
社
が
在
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
社
伝
に
よ
る
と
江
戸
時
代
享

保
年
間
に
現
在
の
字
山
中
に
遷

座
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り

以
前
の
い
つ
か
ら
こ
こ
に
高
根

社
が
祀
ら
れ
た
の
か
明
ら
か
で

な
い
が
、
比
企
郡
方
面
へ
の
交

通
が
活
発
に
な
る
の
は
、
山
野

の
開
発
が
盛
ん
と
な
る
平
安
時

代
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

時
代
以
後
、
小
江
川
の
源
地
名

と
推
定
さ
れ
る
「
大
江
荘
」
「
小

江
郷
」
等
の
村
名
が
知
ら
れ
、

村
々
を
結
ぷ
鎌
倉
街
道
や
枝
道

が
整
備
さ
れ
て
く
る
。
旧
社
地

に
は
神
池
の
跡
、
柱
を
据
え
た

柱
穴
が
、
こ
の
旧
道
か
ら
仰
ぎ

見
る
尾
根
上
に
残
っ
て
い
る
。

場
所
と
い
い
遺
跡
の
内
容
と
い

い
、
伝
承
に
あ
る
神
社
跡
で
あ

る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
祭
神
は

そ
の
名
前
か
ら
高
根
山
の
名
称
を
採
る

　
　
　
　
　
あ
じ
す
き
た
か
ひ
ニ
ね
の
み
ニ
と

と
思
わ
れ
る
「
味
鉋
高
彦
根
命
」
が
い
る
。

鉱業等の

生
産
に
係
わ
る
と
共
に
ケ
ガ

レ
を
た
い
へ
ん
嫌
う
性
格
の
神
と
さ
れ
、

工
人
達
が
峠
に
祀
っ
た
と
考
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
筋
に
残
る

石
切
場
跡
と
の
関
係
で
あ
る
。
嵐
山
町

鎌
形
に
は
久
寿
三
年
（
一
一
五
五
）
に

没
し
た
「
源
義
賢
」
の
五
輪
塔
（
墓
石
）

が
あ
り
、
こ
の
石
材
が
高
根
山
周
辺
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
峠

を
通
過
し
た
物
資
の
中
に
江
南
産
の
石

材
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
中
世
の

江
南
町
の
歴
史
は
、
生
産
・
流
通
の
面

か
ら
も
再
発
見
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　
　
●

▽
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

婁講霧直
1　　　　十
ム江寄川妻日

小南居本沼
江

川町町町町会
リ　　　　場
ノぐ25671点点点点川
ス　　　　本
　　　　　町

▽
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出三準優十
學位霧勝百

1　　　三
ム寄江岡日

中居南部

会
場
妻
沼
町

町
　
6
点

町
　
5
・
5
点

町
　
4
・
5
点

▽
一
般
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
一
月
十
九
日
、
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場

出五三準優
攣位位籐勝

1
ム江川大寄

江南本里居
南

ブ町町村町

川
本
町

7
点

6
点

5
点

2
点

▽
少
年
野
球
大
会

　
七
月
二
十
八
日
、
八
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
江
南
町

優
勝
江
南
町

準

優
勝
岡
部
町

三
　
位
川
本
町

出
場
チ
ー
ム
　
江
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

▽
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
日

優
勝
妻

準

優
勝
川

三
　
位
江

出
場
チ
ー
ム

南本沼

町町町会
　　　場

　　　川
　　　本
　　　町

江
南
南
ミ
ニ
バ
レ
i

▽
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

出五三準優一
學位位繧勝旱

1　　　　九
ム江妻寄大日

江南沼居里
南
1ヒ　田丁　田丁　田丁　田丁　会

サ　　　　場
ツ

カ　　　　花
i　　　　園
　　　　　町

　
三
月
三
十
日
（
日
）
、
江
南
町
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
第
三
回
大
会
が
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い
て
い

た
雨
の
た
め
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
悪

い
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
コ
ア

灘講霧
持坂平持馬須
田田山田場永

作
子
（
樋
春
南
）

英
文
（
樋
ノ
ロ
）

昭
治
（
樋
春
南
）

　
近
（
樋
ノ
ロ
）

保
子
（
樋
春
南
）

道
子
（
樋
春
南
）

47　47　46　46　43　43

※
同
ス
コ
ア
の
場
合
は
、
年
齢
及
び
女

性
の
人
が
上
位
と
な
り
ま
す
。

（9）
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せられる消費税が3パーセントから

5パーセントに変わることになりま

した。

　適用日は平成9年6月1日以降の
検針分からです。なお、十円未満に

ついては切捨てとなりますので、ご

理解とご協力をお願いいたします。

商業統計調査にご協力を

　　　　通商産業省では、6月1日現在で
　　　商業統計調査（一般飲食店を除く）

　　　を実施します。

　　　　全国の卸売・小売業商店の商業経

　　　営の実態を明らかにすることを目的

　　　とし、国や県、町での商業の育成や

　　　流通機構の近代化などの施策を進め

　　　るうえでの重要な資料として利用さ

　　　れるだけでなく、個々の商店が経営

　　　指針を作成する際にも役立っていま

　　　す。

　　　　5月下旬より、県知事から委嘱さ

●れた統計調査員欄査のお願いに伺
　　　います。これらの調査内容が統計以

　　　外の目的に使われることは決してあ

　　　りませんので、皆さんのご協力をお

　　　願いします。

あなたの声が

道づくりにいかされます

　建設省の諮間機関である道路審議

会の「21世紀の生活とみちを考える

委員会」では、新たな道路計画の基

本的考え方「中間とりまとめ」を作

成しました。

　この「中間とりまとめ」を通じて、

今後の道路政策について、あらため

てみなさんからご意見をいただきた

いと思います。

　入手を希望される人は、次のとこ

ろへお間い合せください。

・建設省関東地方建設局大宮国道工

　事事務所調査一課盈048－663－4265

・建設省関東地方建設局北首都国道

　工事事務所調査課雪0489－41－6002

。埼玉県土木部道路企画課

　　　　　　　麿048－830－5230

ポリオ（小児マヒ）ワクチンの

　　追加接種について

　昭和50年から52年に生まれた人に

ついて、ポリオの免疫を保有してい

る人の割合が他の年齢層に比べて低

いことが厚生省の調査でわかりまし
た。

　このため、ポリオの定期の予防接

種を受ける人（通常乳幼児）の保護

者が、前記の年齢層である場合はき

わめて稀ですが、家庭内感染の可能

性があります。

　また、日本にはポリオウイルスは

いないと判断されていますが、免疫

を持っていない人がポリオ常在国に

旅行した場合、ポリオに感染し発症

する可能性があります。

　したがって、昭和50年から52年に

生まれた人は

1．子どもがポリオワクチン接種を受

　けるとき

2，ポリオウイルス常在国に行かれる

　とき

　自　　白　　雪　　百　　雪
　蓮　　蓮　　柳　　余　　柳
　の　　の　　雨　　年　　花
　散　　香　　の　　経　　を
　華　　り　重　　し　満
　を　　つ　　さ　　自　　た
　誘　　れ　　を　　蓮　　し
　フ　　来　　地　　の　　て
　雨　　る　　に　　瑞　　地
　な　　七　　な　　々　　に

に、再度ポリオワクチンの予防接種

を受けられることをお勧めします。

　なお、この予防接種は法律に基づ

くものでなく、任意接種の対象とな

りますので、自費（有料）で接種を

受けることになります。

接種医　県立大宮小児保健センター

轍（鱗難）

問合せ　保健衛生課

　　　費36－1521内線311

腸管出血性大腸菌感染症

（0－157等）を予防しましょう

　昨年、全国的に猛威をふるった0

－157等の腸管出血性大腸菌感染症

は、今年の3月以降、埼玉県内で8

名の患者が相次いで発生しました。

今後、さらに発生件数が増加するこ

とが予想されますので、つぎの事項

に留意のうえ、十分注意されますよ

うお願いいたします。

1．用便後や調理前の手洗いなど、家

　庭における衛生習慣を確実に行う。

2．食品の加熱や保存など、食中毒予

　防について十分注意する。

3．下痢などが続く場合、腸管出血性

　大腸菌による場合もあるので、早

　めに医療機関を受診し、適切な診

　断、治療、指導を受けること。放

　置しておくと、家族に感染させる

　危険もあります。
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そ勿5勿尼勿ん
行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽

にご相談ください。なお、今月は弁

護士が来庁の予定です。

日時5月27日㈹
　　　午前9時30分から正午まで
場　所　勤労福祉センター

ほ勿し勿ゆ物5
ホープフルユースセミナー

受講者募集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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澤
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の
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禦
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．
青
　
　
1
0
日
　
　
1
0
日
の
（
会
　
・
（
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コ
歓
　
　
斡
　
松
本
　
明
宜
　
7
9
歳
　
　
御
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新
田

雄
塑
擦
以
擦
聾
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警
夢
露
、
吻
榊
弩
志
乃
護
　
塩

内
3
5
コ
～
延
コ
～
延
谷
コ
草
ス
コ
鳥
ろ
交
．
キ
度
軒

県
～
A
日
の
B
日
の
深
A
野
二
B
野
語
一
A
ス
程
※

象
　
間
　
　
　
　
所
容
　
　
　
　
　
用
　
　
“

対
　
期
　
　
　
　
　

場
内
　
　
　
　
　
　
費

申込み　5月14日㈱から20日（幻の9

　　　時から21時。ただし、日曜

　　　日は17時まで。直接青年の

　　　家へ申込む。月曜日は休所。

問合せ　深谷青年の家　智71－7548

ぞ・の・他
加給年金額の対象者に

異動はありませんか

▼加給年金とは…・

　老齢厚生年金（厚生年金期間が20

年以上）を受けられる人に生計を維

持されている配偶者や18歳未満の子

（障害の子は20歳未満）があるとき、

加給年金額が支給されます。

▼配偶者の加給年金額は

　　配偶者が65歳になるまで……
　65歳になると、配偶者自身の老齢

基礎年金が支給されますので、加給

年金額は打ち切られます。

▼加給年金額の対象者で

　　　　なくなったら届出を…
　加給年金額の対象者が次のいずれ

かに該当したときは、住所地を管轄

する社会保険事務所に届出してくだ
さい。

　＊死亡したとき

　＊受給者によって生計維持されな

　　くなったとき

　＊離婚したとき

　＊養子が離縁したとき

　＊子が婚姻したときなど

　届出が遅れますと、あとで返納し

ていただくこともあります。必ず届

　　　　　中　　板　　野　　　御

出してください。

　　　国民年金には

保険料の免除制度があります

　国民年金の保険料は毎月納めるこ

とになっていますが、経済的な理由

などで納めることができないときは

ご相談ください。

★「免除」を受けられる人は

・法定免除⇒障害年金や生活扶助な

どを受けているとき届出する。

・申請免除⇒所得がないときや納付

が困難なとき申し出る。

★「免除」を受けた期間は

　将来、老齢基礎年金の年金額を計

算するとき、納付した場合の％の額

として計算されますので、受け取る

年金額が少なくなります。

　また、免除を受けた期間は10年前

までさかのぽって納めることができ
ますので生活に余裕ができたとき●

は納めるようにしてください。

★学生の「免除」は

　学生の場合は一般の免除基準とは

別に免除基準がありますのでご相談

ください。

　免除を受けたら、卒業して就職し

たとき早目に追納することが大切で
す。

消費税法改正に伴う

水道料金の取扱いについて

　平成9年度江南町議会第一回定例

会において、江南町水道事業給水条

例の一部が改正され、水道料金に課
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　F　●籍
だ
よ
り

12，710
町民のうごき

12，690一

12，670一

人／戸
メ

＼
内

3，780一

3，770一

3，760

1月　2月　3月　4月

人口

男

女

世帯

4月1日現在

12，691人

6，226人

6，465人

3，775世帯

＋23人

＋14人

＋9人
＋6世帯

平成§年救急車出動状況
救急出動状況 3　月 累　計

交　　　　　　　通 8件 21件

一　般　　負　傷 1件 5件

急　　　　　　病 16件 57件

そ　　　の　　　他 4件 14件

合　　　　　　　計 29件 97件

（11〉
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すこやかさん一一⑫登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課盈36－1521へ連絡してください

、

窺

鵜嘉、

，
魯

　
ゆ
亀

　　　　きみ　　やす
長谷部公康ちゃん魯
　平成8年9月26日生

両親｛鷺懸中央

　このはちまき、かっこい

いでしょう？この笑顔もつ

けくわえれば、パパはなん

でも買ってくれるんだよ。

あまいね！ノ

森はるなちやん＠
　平成8年6月5日生

両親麟談板井
　2人のお姉ちゃんに日夜

もまれて元気にすくすく育

っています。家ではねむい

時以外はニコニコ笑顔を振

りまく我家のアイドルです。

どうぞよろしく。

．
我
が
家
の
生
産
物
を

　　　　りょう　　すけ

山本凌輔ちゃん㊥
　平成8年7月24日生

両親膿獣野原
　いつもニコニコ笑顔いっ

ぱいの凌輔です。

　いつまでも元気で明るく

育ってほしいです。

　　　　りょう　　すけ

中島涼介ちゃん魯
　平成8年5月9日生

両親／簸獣塩
　ミルクよりご飯、ご飯よ

り果物が好きなボクですが，

一緒に遊んでくれるお兄ち

ゃんが一番好き！

　これからもよろしく！！
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ン
；
；
：
・
：

　
　
一

＆
グ
》
i
ン
ピ
ー
又
「

、
心 　

　
　
人
参
…
…
…
…
…
…

　
羅

　
埼
ツ
俸
ゆ
心
尊
．
『
じ
．
．
b
』
ゆ
．
6
：
：
費
9
◎
◎
。
。

P
集
発
行

　
…
一
五
〇
g

｛
…
：
弐
五
罷

　
…
小
さ
じ
一
．

　
…
大
さ
じ
一

　
…
大
さ
じ
二

　
蓋
犬
さ
ご
こ

…
…
塞
牽
g

　
…
…
…
二
綱

ノ
野

鱗
、
雛
駆
認
し
瀧
う
鱗
繋
…
…
㌶
繋
少
驚
．

慧
維
灘
灘
、
－

、
①
駿
ゼ
ぽ
罷
を
残
し
て
、
カ
ラ
と
背
ワ

．
「
、
勲
を
取
ゆ
、
腹
依
縦
に
切
η
込
み
を

　
・
入
れ
て
、
左
右
に
開
き
ま
す
。

②
①
の
内
側
に
A
の
カ
タ
ク
》
粉
を
振

　
　
っ
て
お
き
ま
す
。

③
人
参
は
み
じ
ん
切
り
に
し
ま
す
。

④
ご
飯
に
a
の
材
料
と
③
を
加
え
、
良

　
く
な
じ
む
様
に
、
し
っ
か
り
混
ぜ
、

　
塩
・
こ
し
ま
う
で
昧
を
整
え
ま
す
。

．
．
⑤
④
を
五
等
分
し
て
、
②
の
腹
側
に
乗

一
せ
、
ラ
ッ
プ
で
し
っ
か
り
包
み
ま
す
。

⑥
⑤
を
蒸
し
機
で
、
三
～
五
分
蒸
し
ま

　
・
す
。
エ
ビ
の
色
が
変
わ
り
、
ご
飯
が

　
し
ま
っ
て
く
れ
ば
、
出
来
上
り
で
す
。

⑦暖かいう

ち
に
お
召
し
上
が
り
く
だ

　
さ
い
。
召
し
上
が
る
時
に
ラ
ッ
プ
を

　
は
が
し
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
わ
さ
ぴ
醤

　
油
な
ど
、
お
好
み
の
物
を
つ
け
て
召

　
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
大
里
郡
江
南
町
役
場
総
務
課

襲
艶
　
、
翻
謹
、

敏
奮
馨
灘
識
識
膿
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濠
響
、
、
鍵
濃

、
、
春
に
な
っ
薫
衛
に
講
運
騰
驕
の
姿

が
見
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
・

　
悪
、
藩
は
、
嵐
車
羅
謬
ざ
慧
薬

と
読
み
ま
す
。
春
風
が
吹
薫
灘
幾
蕪
謬
㌫

も
が
こ
れ
を
手
に
し
て
遊
ぷ
ご
萎
か
愚
，

春
の
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
．
最
近
の
若
者
は
こ
う
し
た
が

ん
具
を
あ
ま
り
手
に
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
風
率
を
［
ふ
う
し
鱒
」
と
読
み
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
み
か
け
る
風
景
を
思
、

い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
風
車
は
色
紙
や
セ
ル
ロ
イ
ド
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
タ
な
ど
に
切
り
込
み
を
入
れ
た

り
、
羽
型
に
組
み
合
わ
懸
で
車
輪
璽
に
、

し
た
り
し
た
も
の
を
竹
の
発
に
つ
け
、
て

風
で
回
る
の
を
楽
し
み
ま
す
α
子
ど
む

は
こ
れ
を
持
っ
て
走
り
な
が
ち
遊
ぴ
蓑

す
。
赤
ち
ゃ
ん
周
に
は
つ
蕎
む
て
圃
蕎
「

の
を
見
せ
る
の
も
あ
り
ま
す
。

　
風
車
は
、
昔
中
國
か
誘
伝
来
し
た
塞
ヒ

う
で
、
日
本
で
は
平
安
除
代
に
ぽ
華
ど
．

も
が
持
っ
て
遊
ん
で
い
た
之
も
、
い
鰺
れ
、

て
い
ま
す
。
最
近
も
お
祭
ゆ
な
ど
響
売

　
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
ゆ

ま
す
。
　
　
　
　
　
、
・
囲
総
“
、
欝
鍵
酒

　
ま
た
、
こ
の
春
瀾
通
藏
鍵
瞬
瓢
…
潟
動
…
，

車
道
で
は
、
分
離
帯
の
輝
醗
型
の
還
灘
讐

板
の
中
に
花
を
描
い
た
風
灘
調
諜
、
麟
撫
「

も
の
が
交
っ
て
い
て
瓢
溝
嶽
蟻
．
購
鶴
鐸
職

心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
ず
。
’

D
奮
四
八
干
美
⊥
五
…

働
糖
．

1、葺




